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天草版蒜誓叢豪語言葉の和らげについての考察
清水　登
本稿は，天草版『平家物語』・『伊曽保物語』所収の字
典『言葉の和らげ』の難語句の配列及び語彙について論
考しようとするものである。本『言葉の和らげ』につい
ては，高羽五郎氏による翻刻『国語学資料』（昭和25年
11月）と，林重雄氏による索引『天草版謂叢要語言葉
の和げ語彙索引Hと旧』（石川工業高専紀要，昭和44年
3月－46年3月）があり，他に論考したものは，管見の
範囲では見当らない。
－『言葉の和らげ』について
本『言葉の和らげ』（以下『和らげ』と称す）は，天
草版『平家物語』・『伊曽保物語』の難語句をアルファベ
ット順に配列し，日本語やポルトガル語の注解を添えた
字集で，『平家物語』・『伊曽保物語』・『金句集』の三本
が合綴された際（1593年），巻末に付戟されたものであ
る。その序には，
この平家物語と，EsopoのFabuIasのうちの分別しに
くき言葉の和らげ
とある。このような『言葉の和らげ』は，『サソトスの
御作業』・『ドチリナ・キリシタソ』・『ヒイデスの導師』
・『コソテムツス・ムソヂ』等にも付されているのであ
る。注1
注1　森田武氏『天草版平家物語難語旬解の研究』P．358
ニ　配列基準について
『言葉の和らげ』について難語旬の配列基準を検討し
てみることは，イェズス会の日本語研究の実態を探る上
で重要なことであろう。その方汝として，『日葡辞審』注2
の配列と，本『和らげ』注3の配列とを比較してみる。
『日葡辞書』（1603年ル1604年刊）は，キリシタソ版の
辞書の中で最も語彙数が多く，規範的であり，完成度も
高い。その両者を比較することで，本『和らげ』の性格
や問題点が明らかになるのではないかと考えたからであ
る。
まず，両者の配列の概要を見てみよう。部立ては，本
『和らげ』17部（『p』部なし），『日葡辞書』18部（『P』
部あり）でアルファベット順になっている。ともに「EJ
「HJ「KJ「LJ「0」を欠いて，「J」は「I」に
合し，「tJ」は「Ⅴ」に合している。
百三2　『邦訳日葡辞脊』（岩波書店）による。
注3『天草版伊留原物語』（勉誠社）所収の複製本により，
林重雄氏作成の語彙索引を参照した。
1　上位分類について
各部の中で見出し語（難語句）の「第二宇目の文字の
配列」（以下「上位分摂」と称す）がどのようになって
いるか見てみる。
（昇一表，第二表は，各部について上位分塀を整理したもの
である。ただし，合拗音，無声文字「1りなど，第二宇目で切
れないものについては，弟三宇目の文字までの形で，母音
「I」と子音「I」については区別し，括弧の中に示した。
『日葡辞書』は「本簾」を調査対象とした）
a　各「部」の検討
「A」部『日葡辞書』については問題はないが，本『和
らげ』において「y」と「Z」とが倒置している。次
に，その実態を示す（括弧内の左の洋数字は底本のペー
ジ数，右の渾数字はその段数を示す）。
Azaazato（鮮々と。103左1）
A2amlユqi（欺き。103左2）A2auar6（嘲笑ふ。103左4）
Azzumavonoco（東男。103左7）
AzEuSayumi（梓弓。103左9）Ayaxinofuxido（餞の臥
所。103左14）Ayuminoまね（歩の板。103左16）
「G」都　合拗音「Gua」の位置が『日葡辞書』では
「Gu」の後であり，本『和らげ』では「Ga」に続い
ている。
また，「Gi」の位置も本『和らげ』ではアルファベッ
ト順にしているが，『日葡辞書』では最後尾にあって，
恰も「ガ行音」（Ga′一Gua）と，「ダ行者」（Gi）とに
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整理されているような配列になっている。注4
「I」部『日葡辞亭』は，語頭の「I」について，母音
「I」を先に置き，子音「I」を後に置いている。とこ
ろが，本『和らげ』は，「I」の母音・子音を区別する
ことなく，アルファべッH順に置いているのである。
また，「A」部と同様に「Y」と「Z」とが倒置してい
るのである。次に，その実態を示す。
Izasavozasa（い鑑小雀。118左26）IzzucIli（何方。118左2
8）Iyamaxini（弥増に。118左29）
「N」部　『日葡辞音』はアルファベット順であり問題
はないが，本『和らげ』の場合，「No」の語群の中に
「Nh」が入り込んできている。次に，その実態を示す。
Nonoxiru（屠る。122左22）
Nb8go（女御。122左26）m8in（女院。122左27）Nhox5
ユ06
（女性。122左29）Noqecabut（仰兜。122左30）
「Q」部　『日葡辞蕃』はアルファベット順である。本
『和らげ』においては，合拗音『Qua」が「Qe」の前に
置かれ，アルファベット順を狂わせている。
「T」部　「T9」について，『日葡辞書』は「C」の期
待されるべき位置に配列しているが，本『和らげ』は最
後尾に配列しているのである。
「Ⅴ」部　『日葡辞書』はアルファベット順であるが，
本『和らげ』は，「Va」の後に「Vo」を置き，アルフ
ァベット順を狂わせている。次に，その実態を示す。
Varinai（理無い。132左1）Varllbire（惑れ。132左2）
Vayacujin（わやく人。132左4）
V6ban（大著。132左6）V6b6（王法。132左9）
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上の例の「Vo」はともに開長音の「V6」で，意識の
上では「Vau」と理解され，「Va」の後に混入されて
しまったとも思われるが，「Vo」の混入例は，上の2
粂だけでなく，開長音記号の付かない「Vo」を含み，
その後に39粂収められているのである。
「Y」部　『日葡辞書』はアルファベット順であり問題
はないが，本『和らげ』においては，「Ya」以下，
「YeJ「YcJ「Yd」と続き，アルファベット順を狂わ
せている。次に，その実態を示す。
YetGubo（実費。139左26）Yexacn（会釈。139左27）Yc
ca（一家。139左28）（21粂）Ycon（遺恨。139右30）Yd6
（医道。139右31）Yglliるfuxigui（異形不恩領。ユ39右32）
「Y」部全体からすると，「ya・ye・yO・yu」の「ye」
と「yo」の間に，「YcJ「YdJ「YgJ「YmJ「YnJ「YpJ
「YqJ「YtJ「Yx」が挿入されているかたちになってい
る。その挿入部分に，語頭母音「イ」に「Y」の表記を
用いた例（すべて漢語）が37粂収められている。「I」
部には，語頭母音「イ」に「I」の表記を用いた例（和
語が多い）が35粂収められている。森田武氏はこの間題
に触れ，バレトの『天草版平家物語の書き入れ』や同
『難語句解』において，原本文の語頭母音「イ」が「Y」
から「I」に書き換えられていることを指摘して，
イに始まる語句がJ，Y両部に分属していては検索上不
便であることをおもんはかって，J部にまとめて掲げよ
うとの意図があったものと考えられる。
と述べておられる。琵5
『日葡辞薯』の「Y」部には，
Yfi（鰐皮）Yf6（異邦）
の2条を収めている。この2条について，森田武氏は抹
消すべきものが落とされたものとしている。法6
また，『コソテムツス・ムソヂ言葉の和らげ』注7（1596年
刊）の「Y」部にも，
Yqi6（兵香）Ycai（位階）Yq116（威光）
の3条を収めるのみである。その「I」部には，「I」
蓑記の例がユ6免もある。このような字典・辞書の例と比
牧してみても，本『和らげ』には，語頭母音「イ」を
「I」部・「Y」部どちらかにまとめて掲げようとの意
図は見られないのである。
注4　土井息生氏は『日葡辞替』の「G」部の特異な配列
をこついて指摘しておられる。『青利支丹語学の研究』P．80
注5　『天草版平家物語難語旬解の研究』P．294
位6　『邦訳日葡辞書・補説』P．847
注7　林重雄氏の『政綱1596年版コンテンツスムソヂ官業
の和げ（一）（二）』（石川工業高専紀襲四・五）の刻字本に
よる。
b　上位分析のまとめ
前節では，『日葡辞書』と比較しながら，本『和らげ』
の上位分塀について検討してみた。各部を通して問題の
主なところを整理してみると，次のようになる。
A　「A」部，「I」部
「Y」と「Z」とが倒置していること。
B　「G」部，「Q」部
合拗音「Gua」，「Qua」の位置には問題があっ
て，「Gua」は「Ga」の後に置かれ，「Qua」は
「Qe」の前に置かれ，ともにアルファベット順
に従っていないこと。
C　「G」部
「Gi」の位置の位置には問題があって，『日葡辞
蕃』では最後尾に置かれているが，本『和らげ』
ではアルファベット順に配列されていること。
D　「I」部
母音・子音の「I」を，『日葡辞書』は区別して
分類しているが，本『和らげ』にはそのような配
慮が見られないこと。
E　「T」部
「Tg」の位置には問題があって，『日葡辞亭』で
は「C」の期待されるべき位置に配列されている
が，本『和らげ』では最後尾に置かれているこ
と。
2　下位分析について
前章において，本『和らげ』の上位分析の問題点を整
理してみた。それでは，上位分類での問題が「第三宇目、
以下の酉己列」（以下「下位分煩」と称す）ではどのよう
になっているだろうか。問題別に検討してみることにす‘
る。
a　「Y」と「Z」との倒置について
「Y」と「Z」との倒置について下位分類の実態を示こ
すと，次の通りである。
〔上位分類と同じもの〕
①　C5za（高座。108左8）Cozom（挙る。108左10）C8zui
（洪水。108左11）C82m（？。108左12）C6yeb此miB（更．
衣仏名。108左14）C8y8（紅葉。ユ08左17）
㊤　才色zocn（風俗。114左5）Fuy8（不用。114左6）
◎　Ⅹizai（死罪。136着7）ⅩiヱZuCOCOrOn6（静心無う。
136着8）ⅩizzugatGumagui（磯が爪木。136着10）Ⅹizzu－
qe8（静けう。136着12）Ⅹiya（しや。136着13）
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④　Yozacari（世盛り。141左15）Yay（用意。14は16）
㊤　Yuzzuru（弓弦。141着16）Yaye（？。141右18）Yll－
yuxiicoto（由々しい事。141着20）
上の5例を見出すことができる。すべて「Y」と「ZJ
」とが倒置しているのである。そして，アルファベット
順に配列された例は見出せないのである。
b　合拗音「Gua」・「Q11a」について
合拗音「Gua」・「Qua」について下位分析の実態を
示すと，次の通りである。
〔上位分類と同じもの〕
①　F6quauoagm（烙火を上ぐる。113左3）F8qen（宝
剣。113左8）
◎　Fllquai（不会。113右16）Fuqea（払暁。113右18）
＠　Ⅹenqllabanquanotamamono（千顆万顕の賜，134着18）
Ⅹenqinmanguin（千金万銀。134着20）
④　Ⅹiguan（志願。135右1）Ⅹigur6demiyuru（しぐら
うで見ゆる。135右2）
①　Zaiqlユanivocon5（罪科に行なふ。141着28）Zaiqi6S－
um（在京する。141右30）
〔上位分類と異なるもの〕
①　Ⅹigo（死期。135左31）Ⅹigocu5injin（至極深甚。135
左32）Ⅹiguan（志麻。135着1）
㊥　Ⅹucug8（宿業。137着20）Ⅹuclユguan（宿願。137右22）
⑳　Zaiqe（在家。141着26）Zaまqua扇Yocon6（罪科に行
なふ。141右28）
以上の結果から見ると，本『和らげ』の上位分類通り
であるものが5例，異なるものが3例である。
したがって，合拗音については上位分類と下位分類と
が必ずしも合致しているとはいえないのである。
C　「Gi」について
「Gi」について下位分類の実態を示すと，次の通りで
ある。
〔上位分塀と同じもの〕
①　Cagi（小路。107左27）Cogoyeni（小声に。107去28）
◎　Fi5giBuotazzusayuru（兵故を挽ゆる。111左29）Fi－
るgui（評爺。111羞32）
㊥Ⅰ6gは（常住。117右6）ⅠBgouana（情強な。117着7）
④　Nigin（＝陣。121着26）Nigる（ニ行。121着27）
㊥　Riagisunl（療治する。125着32）Ri6gi8（両条。126
去2）Ri5gocn（両国。126左4）
⑧　Ⅹeng王n（先陣。134着10）Ⅹengi6（戦場。134着11）
Ⅹenglli（愈宿。134着12）
①　Ycbigin（一陣。139左31）YcIl王gi6（一丈。139左32）
YcIligo（一期。139宜33）
ユ08
〔上位分類と異なるもの〕
⑦　Qlユanguio（還御。123左4）Quangun（官軍。123左
7）Quangio（官女。123左9）
本『和らげ』の上位分類通りであるものが7例，異な
るものが1例である。「Gi」については上位分類と下位
分類とがほぼ合致しているといえる。
d　「Tg」について
「T⊆」について下位分塀の実態を示すと，次の通り
である。
〔上位分類と異なるもの〕
⑦　Catayenicoyeta（傍に越えた。105右11）Catcunino－
rll（勝つに乗る。105着14）Catocu（家督。105右16）
㊥　Futayori（二審。113着23）Fut西（普通。113右26）
Futennoxita（普天の下。113右27）
◎Itade（痛手。117右28）ItGutOn8（何時と無う。117
着29）Ⅰ（t）6uXica（何時しか。117右31）ItGuZOya（何時ぞ
や。118左1）Itoqeamonagueni（最興も無げに。118左2）
㊤・Masumasll（益々。118着20）Ma旬ucaje（松風。ユ18
着21）Matdai（末代。118右23）
⑳　VtGutGu（現。133右12）Vtocaranudoxi（疎からぬ同
士。133着14）Vtocu（有徳。133右15）
いずれも本『和らげ』の上位分析と合致していないの
である。用例㊥，㊤から帰納してみると，ともに「C」
の期待されるべき位置に配列されているのである。その
ことは他の3例についても矛盾しないのである。
3　本『和らげ』における配列基準についてのまと
め
A　「Y」と「Z」との倒置関係は，上位分類・下位
分類通して見られるのであって，アルファベット順
に配列された例は見出せないのである。
B　「T；」については，上位分類では「T」部の最
後尾に置かれ，下位分類では例外なく「C」の期待
されるべき位置（『日葡辞奮』と同様の位置）に配
列され，上位分類と下位分析とが相違しているので
ある。
C　合拗音「Gua」・「Qua」については上位分析と
下位分類とが合致しているとはいえないのである。
D　「Gi」については上位分類と下位分類とがほぼ合
致しているのである。
合拗音「Gua」・「Qua」及び「Gi」について下位分
類における用例をまとめると．次の蓑のようになる。表
を分析してみると，合拗音「Gua」と「Qua」について，
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（合拗音）　　　（Gi）
上　位　分　塀
下位分叛（上位分操
と一致するもの）
ua→e・1・u　：1－ケ0・n
Gl例　Q4例…　　　　7例
下位分類（上位分塀
と相違するもの）
e・〇・一｝ua　　　　竜　ul＞l
G2例　Ql例…　　　1例
上位分類と下位分類における相違度は「Gua」が高く，
「Qua」はそれほどでもない。また，上位分叛と下位分
類と相違させている要因として何か考えられないだろう
か。この表に採られた用例は全部で16であり，上位分析
通りの配列に従ったとすれば，アルファべッ日原に配列
されなければならない用例「Gi」（8例）の全用例に
占める割合は58％である。ところが，下位分類において
ア／レファベット順に配列された用例は10である。全体に
占める割合は62．5％となり，下位分類で実際にアルファ
ベット順に配列された比率の方が高い。下位分類におけ
る相違に，アルファベット意識が一つの要因として関与
していたのではないかと患われる。
4　本『和らげ』における配列基準（上位分類）に
ついての検討
A　　合拗音について
上位分嬢で，合拗音「Gua」が「Ga」の後に置かれた
り，「Qua」が「Qe」の前に置かれたりしている形態
は1配列の順序として不自然な感じがする。これはどう
いうことなのだろうか。
当時の合拗音について，森田武氏は『天草版平家物語
におけるバレトの自筆写本』より，次のような例を示
し，
①　（gua・qtlO→ga・CO）と表記された例
ganso（元祖）daすC6me6（大光明）q6day（広大）Ⅹenco
（先皇）gaybun（外聞）
④　（ga→glユa）と義記された例
gllanqnO（眼光）nanguan（難穀）queguare（親レ）ag－
uarazu（上ガラズ）guansocu（顔色）
㊤の例を合拗音の直音化現象によるもの，㊥の例をその
可逆現象によるものと説明し，
たとえば，日葡辞書にさえ，Quannoqi（貫ノ木）を収
めた一方にQicannoqi（木貫ノ木）があり，「瓦解氷消」
をGaguefebⅩ凸とした例がある。一般の口頭語にあって
ほ，それだけ直音化の候向が強まっていたのである。
と述べておられる。注8
よって，合拗音「Gua」・「Qua」と直音「Ga」・
「Qa」（表記としては『Ca』である）とが近い音とし
てとらえられ，「Gua」が「Ga」の後に，「Qua」が
「Qa」の位置に配列されてしまったと考えてみたらい
かがであろうか。
また，『コソテンツス・ムソヂ言葉の和らげ』注9に，
次のような例がある。
Yqi5（異香。14着14）Ycai（位階。14右17）YqnB（威
光。14着18）
直音「Ca」が合拗音「qua」の期待されるべき位置に
ある。本例は，「Ycai」を「Yquai」と誤認した可能性
を示すものであり，「qua」が「ca」の位置にたちうる
傍証例として考えておきたい。
B　　「T⊆」について
「ぢ」について，上位分類でなぜ「で」部の最後尾に
配列されたのであろうか。本『和らげ』の下位分析と
『日葡辞書』においては，「C」の期待されるべき位置
にあるのである。（第一表）によると，「Tg」の前は
「To」である。「9」を何かのアルファべッIの文字と
考えていたとすれば，
（条件）「G」は，アルファべッ‖剛こおいて「0」
以下の文字であること。
とすることができる。
森田武氏の指摘に，次のような例がある。旺ユO
MuGabori，n（35右17）
TamazzuGa（55右9）
（『ノくレトの天草版平家物語難語句解』）
本例は，「〔ニ」が「S」と同様に使用されたことを
示している。ロドリゲスも日本語の「サ」・「ス」・
「ソ」の文字として「S」を用いるのは不適切であり，
「∈」であるべきだと述べている。注11
したがって，本『和らげ』の編者が上位分類において
のみ「G」を「S」の位置に配列してしまったと考えて
みたらいかがであろうか。
琵8『天草版平家物語難語旬解の研究』？．300
注9　林重雄氏作成の細字本による。
注10『天草版平家物語難語句解の研究』P．301
注11土井忠生氏訳『ロドリゲス日本犬文典』P．228
三　　日本語による注解語奥について
本『和らげ』・『日葡辞審』の見出し語（難語句）に
は，日本語による注解が付されている（本『和らげ』に
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はほぼ全部に，『日葡辞書』には語によって）。その注解語
彙について考察してみる。
本『和らげ』と『日葡辞書』の日本語による注解語彙
を検討するため，似通った注解法をとっているものを選
び，一次に示す。
＜見出語＞　　＜和らげ＞　　＜日葡辞書＞
①Anraclユ（安楽）　Yas色tanoxim11　Yasuqutanoxim11
（塾Anv6　（安穏）　Yas且vodayacana YasuqllVOdayaca－
nari
◎Busa　（無筆）　Narabimonai Narabinaxi
◎C6glle（高下）
㊥Gox5jenxo
（後生善所）
◎M6co（猛虎）
⑦Qi血irei（膏例）
⑨QinjtlnOfito
（近習の人）
㊥R6yacll（良楽）
⑯Yenrio（遠慮）
⑪Y8Ⅹ8　（幼少）
Tacai，ficui
NocI1inoyonite一
mOyoitocoro
でaqeitora
Yoitamexi
SobachicBy工・nfito
Yoicusuri
Touoivomonbaca－
ri
Itoqenai
Tacaxi，ficuxi
（jenxo）
Yoqitocoro
Taqeqitora
Yoqitamexi
（Qinju）
C王licaqunar5
Yoqicusuri
Touoqivomonba－
Cari
Itoqenaqtl，
Itoqenaxi
注解語彙について両者を比較してみると，本『和ら
げ』には音便形（イ音便・ウ音便）が使われ，『日葡辞
書』にはそれがない。このような違いは，両者の性格
（本『和らげ』－口語性，注12『日葡辞書』一規範性・文
語性）に基づくものであろうか。
また，本『和らげ』の見出し語そのものについて検討
してみる。『日葡辞蕃』には「語の優劣を記した注記」
がある。その注記によると，本『和らげ』の見出し語
は，次のような結果になる。
＜「和らげ」の見出し語＞　　＜「日葡辞書」の注記＞琵13
①　Cocumo　　　　　（国母）　Cocuboの方がまさる
◎　Cu．cqi6notetare　（発売の－）　Ctlqi岩とも言い，むし
ろその方がまさる
④IengonIenii　　（善言－）Ienguenと言う方がまき
ユユ0
る
④Ⅰ6gouana　　　（情強な）Ⅰ6nocouaiと育う方がま
さる
㊥　Mefajiqisum（目弾きする）Memajeと言う方がまさる
㊥　Mudaini　　　（無体に）　Mu也iと冒う方がまさる‾
①　Quan35uo Camurll QenjBの方が本来の正し
（勧賞を衷むる）　　　　　　い語である
⑥　Tenbat　　　　　（天罰）　（Tenba七・Tenbachi）
Tenbatと育う方がまさる
⑧の用例を除いて，他の用例（①〃①）は，『日葡辞
審』の注記により「劣語」と判定されてしまっている。
このことは，本『和らげ』（天草版『平家物語』・『伊旨
保物語』）の言語がいかに口語的色彩の強いものである
かということを暗示するものであって，従来の「キリシ
タソ版」についての言語観を支持するものである。
琵12　森田武氏は「パレ十の注解法」に触れ，その語彙収
集の方法として，教師の説明を聞いたものや，身近な
日本人に尋ね者きとめたものが少なくないであろうと
推定しておられる。『天草版平家物語難語句解の研究且
P．358
注13『邦訳日葡辞沓』の邦訳による。
四　　むすび
前章までの検討によって，本『和らげ』における配列
基準並びに語彙の実態が窺えたと思う。それにまつわる
試論も付しておいた。語衆については，口語的色彩が強
いこと，卑語の類を多く収集していることなど指摘でき
た。ただし，注解語彙の音便形については，『日葡辞書』
に音便形が全く使われなかったというわけではなく，本
『和らげ』と『日葡辞書』との表現上の債向という程度
にとどめておきたい。
また，上位分類と下位分析との不整合な面をどのよう
に考えるべきか，今後の問題として残してしまった。今
回は事実のみ指摘しておき，残る問題については，後巳
を期したいと患う。
